












(1)研究の目的

　小児とりわけ乳幼児は,視覚,両眼視機能の発達にとり,非常に大事な時期で

あり,この時期に発生した視力・両眼視機能の障害を放置することは,生涯にわ

たり視機能不全という重荷を負って生活していくということを意味する。われ

われは,こういった見地から,視機能異常児の早期発見・早期冶療を目的として

昭和 45 年から神奈川県下の 4,5 才児の視機能に関するスクリーニンダを行っ

てきた。


